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まえがき 

 

『土木工事数量情報定義書』は、国土交通省の次期積算システムの土木工事数量に係る基本的

な要素を抽出し、体系化したものである。 

『土木工事数量情報定義書』は、次期積算システムと直接的又は間接的に関連付けられた情報

処理技術のための実用標準であり、次期積算システムに関する情報を電子化し、各種情報処理の

高度化・効率化に適用することを想定している。 
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1 適用範囲 

「土木工事数量情報定義書（以下、「本情報定義書」という。）」は、異なる使用者、システム及

び場所の間において「次期積算システム（以下、「積算システム」という。）」の工事数量に係る情

報を取得、処理、分析、評価及び転送するための手法、手段及びサービスを実現するために最低

限必要となる基本的な要素を整理したものである。 

本情報定義書は、個別の積算システムの工事数量に係るアプリケーションを開発するための枠

組みを提供しており、用途に応じ、各要素の拡張規則を遵守した上で拡張プロファイルを作成し

て使用することもできる。なお、既存ソフトウェア標準や他の基準要領を使用した開発や改良を

妨げるものではない。 

本情報定義書の位置付けを図 1-1 に示す。本情報定義書は、数量算出に関わる作業又はサービ

スから積算システムの設計数量管理機能に取り込むための情報を定義している。設計数量管理機

能は、積算システムを構成する機能の一部であり、単独のアプリケーションとしての配布も想定

している。 

 

 

 
 

図 1-1 本情報定義書の位置付け 

 

 

2 引用規格 

次に掲げる基準・要領類は、本データ定義書で引用するものである。 

 

土木工事数量算出要領 

土木工事標準積算基準書 

土木工事標準歩掛 

土木工事標準歩掛（施工パッケージ） 
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3 基本的なデータ型 

3.1 表現及び表記（UML：Unified Modeling Language） 

本情報定義書では、概念スキーマは JIS X 4170：2009（オープン分散処理－統一モデル化言

語（UML）1.4.2 版）（以下｢UML1.4.2｣という。）を使用して表現する。 

3.2 基本データ型 

基本データ型は、値を表現するための基本的な型である。本情報定義書で使用する基本デ

ータ型には、次のものがある。 

（1） Number 
数値型（Number）は、抽象型であり、整数、実数及び十進数の上位型である。 

（2） Integer 
整数型（Integer）は、符号付き整数である。 

例：794 －645 

（3） Decimal 
十進数型（Decimal）は、符号付き実数であり数値を固定小数点数によって表す。 

例：63.700 －645.00 

（4） Real 
（Real）は、符号付き実数であり数値を仮数部と指数部によって表現する。文字列で表す

場合は、数値を仮数部と指数部で必ずしも分けて表現する必要はない。 

例：－1.086E3 63.718 

（5） String 
文字列型（String）は、任意の文字数の文字の連なりである。 

例：“文字列のサンプル” 

（6） Date 
日付型（Date）は、暦日を示し JIS X 0301（情報交換のためのデータ要素及び交換形式－

日付及び時刻の表記）に基づき表記する。 

例：2004-08-12 20040812 
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（7） Time 
時間型（Time）は、時刻を示し JIS X 0301 に基づき表記する 

例： 21:03:15 09:24:38+09:00 

（8）  DateTime 
日時型（DateTime）は、暦日と時刻を示し JIS X 0301 に基づき表記する。 

例：2004-08-12T09:24:38+09:00 

（9） Boolean 
真偽値型（Boolean）は、true 又は false が指定できるブール数である。 

例：true false 

（10） コレクションデータ型 
コレクションデータ型は、さまざまな型のデータが複数存在することを表現するための

データ型である。本データ定義書ではコレクションデータ型として，集合型（Set），順序型

（Sequence），辞書型（Dictionary）を使用する。 

1） Set<T> 
集合型（Set<T>）は，有限個数のデータの集合である。重複するインスタンスを含んで

はならない。また要素の順序付けの規定はない。T は，データの型となる。 

例 Set<施工県コード>：施工県を表す。 

2） Sequence<T> 
順序型（Sequence<T>）は，順序付けをもった有限個数のデータの集合である。重複する

インスタンスを許す。T は，データの型となる。 

例 Sequence<Integer>：整数型数値の配列を表す。 

3） Dictionary 
辞書型（Dictionary）は，キーとなる値と，それに対応する別の値とによって対をなすデ

ータの集合であり，キーの値から対応する値を返す辞書のしくみを提供する。 

例 Dictionary<用語区分>：整数型数値が（1:機械 2:労務 3:材料 4:市場 9:諸雑費）と対応

している辞書を表す。 
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4 土木工事数量情報スキーマ 

土木工事数量情報スキーマは、積算システムのデータ構造より、工事数量に係る基本的な要素

をメタデータとして抽出し、体系化したものである（図 4-1）。 

 

  

図 4-1 土木工事数量情報スキーマ 

 

  

土木工事数量情報スキーマ

管理情報スキーマ

工事工種体系情報スキーマ
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4.1 管理情報スキーマ 

【調整事項】 

数量算出に関わる作業又はサービスでは、最小限の必要項目（Not Null＝〇）とする。 

 

表 4-1 メタデータ情報 

システム名 次期積算システム システム ID  

テーブル名 鏡 1 レコード テーブル ID tKagami1 

 

表 4-2 管理情報スキーマ 

No. 項目名 物理名 属性 桁 Not Null 説明【Meta No.】 

1 識別子    〇 “01”を出力 

2 
土木工事数量情

報スキーマ版 

cQuantitySchema

Ver 
Char 8 〇 

本情報定義書の版 

Ver. Riv. 例“1.0” 

3 工事工種体系版 
cKoujiKoushuTaik

eiVer 
Char 8 〇 

本情報定義書の版 

年月日 

4 工事名 sKoujiName String 120 〇 【2】 

5 工事地名 sKoujiChiName String 120  【3】 

6 歩掛適用年月 cBugaYm Char 8  Sequence<T>【6】 

7 施工県コード cKenCd Char 2  【22】 

8 施工県名称 sKenName String 40  Sequence<T>【23】 

9 施工地区コード cChikuCd Char 2  【24】 

10 施工地区名称 sChikuName String 40  Sequence<T>【25】 

11 事務所コード cJimusyoCd Char 4  【38】 

12 事務所名称 sJimusyoName String 40  Sequence<T>【39】 

13 河川･路線コード cKasenCd Char 4  【40】 

14 河川･路線名称 sKasenName String 40  Sequence<T>【41】 

15 工種コード cKousyuCd Char 2  【42】 

16 工種名称 sKousyuName String 40  Sequence<T>【43】 

17 設計区分 cSekkeiCd Char 1  Sequence<T>【44】 

18 設計区分名称 sSekkeiName String 40  Sequence<T>【45】 
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4.2 工事工種体系情報スキーマ 

【調整事項】 

※1 工事工種体系のレベル 0～4 迄の体系コードは、[工事工種体系ツリーコードデータ]を想

定している。 

※2 詳細設計段階等に設定可能な積算条件（検討中）を整理した規格名称と規格コードを想定

している。 

 

表 4-3 メタデータ情報 

システム名 次期積算システム システム ID  

テーブル名 体系レコード テーブル ID tTaikei 

 

表 4-4 工事工種体系情報スキーマ 

No. 項目名 物理名 属性 桁 Not Null 説明【Meta No.】 

1 識別子    〇 “02”を出力 

2 事業区分名称 sZigyouName String 120 〇 Sequence<T>※1 

3 工事区分名称 sKoujiName String 120 〇 Sequence<T>※1 

4 工種名称 sKousyuName String 120 〇 Sequence<T>※1 

5 種別名称 sSyubetuName String 120 〇 Sequence<T>※1 

6 細別名称 sSaibetsuName String 120 〇 Sequence<T>※1 

7 規格名称 sKikakuName String 120 〇 ※2 

8 規格コード cKikakuCD Char 13  ※2 

9 単位 sTani String 8 〇 【7】 

10 数量 dSuryo Double 8   

11 レベル cLevel Char 1 〇 
工事工種体系のレ

ベル（0～4）【10】 

12 体系コード cTaiCd Char 13 〇 
Sequence<T>【4】 

※1 

13 構成番号 cKouseiNumber Char 8 〇  

  



 

8 
 

 

（1） 工事工種体系 
 

 

表 4-5 工事工種体系 

レベル 名称 内容 

レベル 0 事業区分 予算制度上および事業執行上の区分を中心とした区分 

レベル 1 工事区分 
工事発注ロットおよび発注者を考慮してレベル 0 を分割したも

の 

レベル 2 工種 
レベル 1 を構成する要素のうちで，一定の構造をもつ部位を施

工するための一連作業の総称 

レベル 3 種別 
体系全体の見通しを良くするため，レベル 2 とレベル 4 をつな

ぐレベル区分 

レベル 4 細別 
工事を構成する基本的な単位目的物もしくは単位仮設物であっ

て，単位とともに契約数量を表示するレベル 

レベル 5 規格 
レベル 4 を構成する材料等の客観的な材質・規格ならびに契約

上明示する条件等 

レベル 6 積算要素 
レベル 4 の価格算定上の構成要素であって，基本的には契約上

明示しないもの 

 

（2） 構成番号 
親の工事工種体系のレベルが同じで、同一レベルの下位が複数存在する場合に親の工事

工種体系から見た子の工事工種体系の出現順を定義する。 

 

図 4-2 構成番号 

  

①

②

③
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（3） 工事工種体系情報の構成 
工事工種体系情報は、事業区分（レベル 0）より図 4-3 のように構成する。 

 

図 4-3 工事工種体系の構成 

 

  

レベル0

① ② ③ ④ ⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪

⑫ ⑬

⑭

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4
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5 データ規則及びファイル形式 

5.1 データ規則 

コード：EUC-JP  

タグ名称：日本語  

DTD：宣言必須  

構成：XML 宣言文 、DTD 宣言文 、管理情報データ、工事工種体系データ 

 

5.2 ファイル形式 

ファイル形式：「XML」  

拡張子部分：「.XML」 
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6 【参考】メタデータ情報 
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6.1 tKagami1 
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6.2 tTaikei 
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